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リン固定パラフィン包埋組織ブロック標本を試料として用いている。材料は 1997 年から 2009 年の間
に手術された検体である。各種臨床情報および追跡調査データは，すべて筑波大学附属病院の診療情報









性/陰性の判定基準は各先行研究での手法と、各標本の陽性細胞占有率の 25th - 75th percentileをもとに、









各解析タンパク質についての免疫染色の結果、オートファジー関連タンパク質である p62, LC3A, 
LC3B の発現は、いずれも口腔がんの局所再発の有無との間に有意差を認めた。一方で腫瘍関連死につ
いては、LC3A および LC3Bの発現との間には有意差を認めたが、p62との間には有意差が認められな

































平成 30年 1月 10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
